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私は博士課程で基礎生物の研究をしていた。主にチョウの色素の合成と紋様形成のメカニズ

ムについて、研究生から修士、さらに博士まで 6 年間研究してきた。博士 2 年生の頃、将来の

進路を真剣に考えはじめた。単純に研究室の先輩たちの進路を参考にし、自分の業績が大学に

残れるものであるかを懸念した。研究室で一日を過ごし疲れた後、ようやく家についてから、

もし、自分がこのまま社会に出て仕事に就くと、何かできるだろうかと自分に聞いてみた。 

答えはすぐには出てこなかった。そもそも社会経験が少ない院生の自分に対し、社会はどのよ

うな人材を求めているかがわからなかった。製造販売業のような自分の日常生活に近い業界

は、実際に商品を使用したり、売買をしたりするので、製品を設計、製造、販売する人が必要

であることをイメージしやすいが、モノを作らない業界（例えば IT、保険、コンサルティング

など）についてはよく知らなかった。 

自己勉強のつもりもあるので、「業界地図」などの就職ガイドを購読し、ネットで新卒向けの

業界説明サイトから、まず各業界に関わる基礎知識と特徴及び規模などを調査した。その結果、

自分の専門にぴったり合う業界はないけれど、逆に色々試すことができると考えた。 

2 ヶ月後、当時の考えは甘かったと振り返った。その 2 ヶ月間、新卒の学生たちと一緒にリク

ルートスーツを着て、企業の説明会に参加するために東京に行って、履歴書の提出とウェブテ

ストを受けて面接まで行った。一般的な企業においては、博士の学生は必要とされていないと

感じた。自分が考えた理由として、その一つは新卒の博士は年齢的に 30 歳に近く、かつ現場

の実務経験がないから、実務的に働けるまでトレーニングに必要なコストが高いということ。

例えば、商品の研究開発職に応募した同じ 30 代の候補者が 3 人いたとして、A さんは大卒で

8 年の業界経験と現場での開発経験があり、課長代理と同等の管理能力が認められる；B さん

は修士卒で社会人歴 6 年、その内 4 年は日本の本社で勤務した後、2 年間ドイツの支社に出向

し、ビジネスレベルの英語力がある；C さんは博士の新卒で、在学期間の成績が優秀で、良い

論文も数本発表した。もし自分が人事担当だったら、短期間で商品の研究開発をするため、候

補者が会社に入ってから、会社に価値が提供できるようになるまでの時間を計算し、又その期

間内に生じる全ての人件費（給料、トレーニング費）を合算し、即戦力がある A か B のどち

らかを選ぶと思う。社会に出たら、仕事の経験が学歴より重要だと認識した。 

もちろん自分は大卒の学生と一緒に入社し、同じ仕事をすることが自分にとっても、会社にと

ってももったいないと考えて、新卒博士向けの職務にもたくさん応募した。そもそも博士向け

のポジションは少なかったから、自分の研究から離れる業界にも応募してみた。企業は応募者



の過去の研究業績より研究分野を重視すると感じた。特に自分の研究は生物の基礎研究で、医

学的若しくは薬学的な研究ではなく、会社にとって最優先の人選ではないと言われた。自分で

は、生物研究と医学的な基礎研究は、研究対象の違いに過ぎないと認識しており、数ヶ月の勉

強さえあれば、同様の仕事ができない訳がないと考えた。でもそれは違うらしくて、面接がう

まくいったにもかかわらず、最終面接に落ちたケースは少なくなかった。その理由はいまだに

わかってない。就活は面接が終わった時点で会社との連絡が不可能になり、フィードバックな

どがほとんどもらえない状態だ。自分が後から考えた理由の一つは、日本の企業は、例えば海

外の市場の進出のためというような特別な戦略上の必要がなければ、外国人の社員は特に必

要ないということだ。それ以外は多分、ご縁しか考えられない。 

一年間で 2 回も就職活動を経験し疲れた。最後の結論としては、特に国全体の経済が厳しい時

には、求職者が受動的に会社側の要望に応じることが多いということだ。去年の年末に新しい

仕事に就くことできた。それはコロナ禍中における不幸中の幸いだった。 


